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センター便り・No.7

　第Ⅴ期小平市男女共同参画推進協議会は、5人の市民公募委員を
含めて10人の委員（女性6人、男性4人）で、昨年10月に発足しました。
同協議会は今、「男女共同参画推進に関する条例」についての協議を
重ねています。 
　協議会で話し合われている「男女共同参画推進に関する条例」は、
女だからというだけで男だからというだけで望まない扱いを受けたり、
夢や希望をかなえる機会が与えられなかったりすることのない、「だ
れもが自分らしく生き生きと暮らせるまち」をつくるための指針とな
るものです。家庭でも職場でも、地域でも学校でも、男女が力を合わ
せて努めなければ解決しない悩みや問題が増えています。どう役割
と責任を分担しあえばいいのかを考えるときの指針にもなるものです。 
　協議会では、条例の必要性、条例に求められる基本的な考え方、条
例に盛り込むべき内容などが検討され、市への「提言」がまとめられ
ることになっています。（協議会は市民に公開されていますので小平
市民ならだれでも傍聴できますし、協議の内容は市のホームページ
でも知ることができます。） 

「男女共同参画推進に関する条例」の検討がはじまりました。 「くるみんマーク」をご存知ですか？ 
　次世代育成支援対策推進法に基づ
く、子育て支援企業の認定マークです。 
　この法律は、少子化対策の一環と
して、次代の社会を担う子どもが健や
かに生まれ、育成される社会の形成
を目的とし、平成15年7月に公布され、
事業主は従業員の子育て支援のための行動計画を策定・実
施することが定められました。そして、その結果が一定の要
件を満たす場合に厚生労働大臣の認定を受けることができ、
この「くるみんマーク」を商品等に使用することができます。 
　「くるみん」の愛称は、子どもが優しく“くるまれている”、
企業（会社）“ぐるみ”で仕事と子育ての両立支援に取り組む
ことなどの考えから、応募作品の中から選ばれました。 
厚生労働省によれば平成19年9月末現在、全国で366社が
認定されています。 
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現在、武蔵野美術大学教授（文化人類学）の関
野吉晴さんは探検家であり、医師である。大学在
学中に探検部をつくり、アマゾンへ行ってから南
米に魅せられた。旅を重ねるうちに、居候をさせ
てもらった先住民たちの役に立ちたいと考え、日
本に戻って学び直し医師になった。
1993年から「グレートジャーニー」に取り組

み、2002年2月タンザニアのラエトリに到着し
た。それは人類の起源をさかのぼる旅で、動力を
使わず、腕力や脚力を使って移動する旅だった。
1997年アメリカ大陸を縦断して一時帰国した折
に行われた講演記録の中で「伝統社会では本音で付き合い、イヤな人でも排除
せずに取り込んでいる。現代人が学ぶことは多い」と語っている。また、初め
てアマゾンの源流に入った時の体験も印象的だ。言葉が全くわからないアシャ
ニンカ族の人たちに出会い、屋根だけの家に案内された時、何か物をプレゼン
トしようとしても拒絶された。食べ物は持ってきてくれるけれど誰も近くへ来
ない。「ものすごく寂しくなり、日本の童謡を思いつくままに歌っていたら子
どもがまねをして歌い、大人たちも囲んできた」と話している。人との交流は
モノではなく、育った国の文化を表わしたときに気持ちが通じ合えた、その出
来事が強く印象に残っているそうだ。
昨年出版された『関野吉晴対談集1993～2007』では、様々な相手との

興味深い話が展開されている。その中での、彼らから生きるヒントが得られる
という「幸福の再定義」が心に響く。
☆アマゾンやアンデス、シベリアやヒマラヤなどの人々の生き方は共通して
いる。効率を優先させない。競争を好まない。時間がゆったり流れている。
便利さやモノの豊富さ、長生きできるとか、そんなものはなくても彼らは
すごく幸福に見える。

「ひらく」が全国のみなさんと交流しました

「カエル！ジャパン」キャンペーン
あなたも、参加してみませんか？

8月29日から31日まで、埼玉県比企郡嵐山町にある国立女性教育会
館（通称ヌエック）で、平成20年度「男女共同参画のための研究と実
践の交流推進フォーラム」が行われました。
今回は小平市から「小平市女性のつどい」が「地域の活性化と男女

共同参画」というテーマで、研修棟１階の講堂エントランスホールに
これまで29年間の活動を伝える展示をしました。
その中で、「小平市女性のつどい」のメンバーが創刊からかかわってい

る小平市の広報誌「ひらく」も創刊号から第22号まで展示されました。
講演会のほか、3日間に36のワークショップが開催されるとあって

全国から多数の女性が参加
していましたが、参加者全
員が通る入口を入ってすぐ
左、いい場所だったことも
幸いして、たくさんの方が
「ひらく」を開いてみたり、
実行委員に質問したりして
いました。

このキャンペーンには、個人でもグループでも参加できま
す。参加するには、内閣府男女共同参画局のホームページで、
「カエル！ジャパン」キャンペーン参加企業・団体・個人活
動規約に同意し、シンボルマーク等の利用規約に同意して、
参加登録書を送信すればいいのです。シンボルマークをダウ
ンロードして活動のチラシを作ることもできます。展示された「ひらく」会場の国立女性教育会館研修棟

政府は、今年度を「仕事と生活の調和
（ワークライフバランス）元年」と
して、昨年策定された「憲章」と
「行動指針」の理解を広め、より
多くの人が働き方を見直し、「変
えてみよう」と行動を始めるよう
に、「カエル！ジャパン」キャンペ

ーンを実施しています。




